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釜山市の産業概要と地元研究所の役割機能 
 




本稿は、2009 年 3 月 19 日に韓国釜山市1 で社会科学研究所が実施した春季実態調査の研究























                                                      
1 釜山市の基本現況①人口：約 364 万 5 千人（全国の 7.5％）、②学校：小・中・高（99）大学（23） 
2 ここで「人的」の意味は「人材」のことを示す。 












2008 年産業構造面では、サービス業 69.2％、製造業 18％、建設業９％、農林魚業 1.2％順に
なっている。地域総生産は、2008 年、釜山地域の総生産は 48 兆 1368 億ウォンで、全国比 5.7％
を占めており、人口の全国比である 7.6％に鑑みると、低い水準である。 




















































































 ・港湾物流産業  ・先物金融産業 
 ・機械部品素材産業  ・海洋バイオ産業 
核心戦略産業 ・観光コンベンション産業 地域特化 ・シルバー産業 
 ・映像・IT 産業 戦略産業 ・スニーカー産業 
   ・繊維産業 
   ・水産加工産業 
 ・港湾物流産業  ・自動車部品産業 
 ・観光産業  ・造船機資材産業 
成長有望産業 ・ソフトウェア産業 構造高度化産業 ・スニーカー産業 
 ・金融産業  ・繊維産業 
 ・映像産業  ・水産加工産業 
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３．社会知性開発センター「アジア諸国の産業発展と中小企業－2006 年度研究活動報告書－」
2007 年。 
４．研究会の提供資料「釜山の産業現況と人的資源開発」2009 年。 
 
（本稿の内容は当日 KIM 研究員が研究会で発表したものであり、発表内容に関しては所属する
釜山人的資源開発院による見解ではないことを申し添える） 
